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＜連絡事項＞
入院時食思不振の経過がある患者様は管理栄養士が早期に対応していく。
患者様に買い物でフルーツを購入して頂く。

＜入室状況＞
【入院】
・金田 由記様～東病棟Bユニット1号室へ任意入院。

【退院】
・菊地　未悠様～精神症状安定し東病棟Bユニット1号室より退院。

【転入】
・中居　敬悦様～北病棟301号室➝東病棟Bユニット2号室

【転出】
・寺沢　隆様～東病棟合併症室➝南病棟Dユニット208号室
・中村　征美様～東病棟Bユニット2号室➝西病棟Bユニット21号室

【ユニット移動】
・田名部　幸子様～東病棟Aユニット15号室→東病棟合併症室。
・上平　ハルエ様～東病棟Aユニット16号室→東病棟合併症室。
・川村　貴美代様～東病棟Aユニット15号室→東病棟Bユニット1号室。

＜患者様連絡事項＞
・特記なし。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前午後1時間ずつの開放観察の指示あり。開放観察中、自室内で横になったままで過ごされ、そのまま終了している。自室内では脱衣行為ありスタッフ介入し抵抗なく経過。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除が出来るよう努めていく。

・袴田　将志様～終日隔離中。午前午後2時間ずつの開放観察の指示あり。午後の開放観察中粗暴
的となることあり早めに開放観察終了している。妄想発言は継続して聞かれている。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除が出来るよう努めていく。

・小栗　健太郎様～終日隔離中。スタッフ対面時希死的発言聞かれず、対応も落ち着いている。
拒食や拒薬無く経過している。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除が出
来るよう努めていく。

＜小栁Dr診察＞
・川村 貞子様～主治医指示にて処方変更せず経過観察となる。

・庭田 久美子様～主治医指示にて処方変更せず経過観察となる。

・田代 實様～主治医指示にて処方変更せず経過観察となる。

・袴田 裕國様～主治医指示にて処方変更せず経過観察となる。

・北川 ミドリ様～主治医指示にて5/28よりラツーダ錠60ｍｇ→80mgへ増量。
他処方変更せず経過観察。

・西舘 ミネ様～主治医指示にて処方変更せず経過観察となる。

・山舘 祥希様～主治医指示にて処方変更せず経過観察となる。
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＜入院患者様情報＞
日　　時：令和7年5月23日　9:30
　氏　　名：金田　由記（かねた　ゆき）様
　生年月日：昭和50年5月19日(49歳)
　病　　名：双極性感情障害
　性　　別：女性
　主 治 医：柞木田Dr　
　入院形態：任意入院
　病　　棟：東病棟Bユニット

　＜経過＞
　　平成26年八戸市立市民病院産科病棟入院中に不眠出現し、退院後不安焦燥、
　精神運動興奮を生じ同年8月4日警察同伴で八戸市立市民病院急患室を受診。産
　褥精神病が疑われ、同院精神神経科へ転棟、同日任意入院となる。抗精神病薬
　内服せずに安定したためアメンチアと診断され、一旦治療終結となる。平成28
　年産後に抑うつ、まとまりない言動を呈し同年5月16日より同院通院再開し、同
　月20日に医療保護入院となり、入院中に双極性感情障害と診断変更され、同年6
　月29日に退院となる。以後外来通院を行い、病状安定につき令和2年1月に通院
　終了となるが同年5月より衝動言動、気分高揚、観念奔逸あり、同年6月16日に
　医療保護入院となる。薬剤調整し同年8月7日に退院し外来通院を継続。その後、
　状態は安定していたが、眠気、月経への影響を理由に怠薬。令和3年5月にファ
　ンであったタレントの結婚報道を機に気分高揚、衝動言動の再燃あり同年5月
　30日に医療保護入院となる。外来投薬内容再開で状態改善し同年7月21日に退院
　となり以後、外来通院を継続して行っていた。令和6年2月9日に妄想出現し、同
　月11日に横になったが寝付けず幻覚妄想症状が継続したため同院受診し、同日任
　意入院となる。同年3月上旬に自宅退院となり外来通院を行ってた。同院外来規
　模縮小に伴い転医希望され、令和6年5月17日当院初診となる。受診時より、食
　欲はあると話しており、徐々に肝機能障害や体重増加が見られており、栄養指
　導を行うが、体重増加が続いていることから、環境調整、体重コントロール目
　的にて、同年5月23日東病棟Bユニットへ任意入院となる。

